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①運動の楽しさや喜びを価値付ける 

第４学年「ゴール型ゲーム（タグラグビー）」における単元のねらいは、基本的なボール操作とボール

を持たないときの動きによる、易しいゲームを通して、陣地に侵入するための簡単な作戦を選ぶととも

に、考えたことを友達に伝えたり、規則を守り勝敗を受け入れたりしながら競い合う楽しさや喜びにふ

れたりすることである。本単元を通して＜みんなでみんながトライ！＞を意識し、一人がゴールを多く

決めるよりも、チームの中で多くの人がゴールを決めることをめざした。 

得点することができず、勝つことができなかったときも、よいパスやよい動きが見られたときは以下

のように具体的な動きを価値付けた。「Ａさんは、得点できなかったけれど、タグをとられたらすぐにＢ

さんにパスができていた。」「Ｂさんは、すぐにパスがもらえるようにＡさんのななめ後ろを走っていた

ね。」「ＢさんのおかげでＡさんはよいパスができ、ＡさんのおかげでＢさんは得点まであと少しだった。」

すると資料１の※１のように、成功しなくても意欲的に楽しみながら得点に向かう姿や、※２のように

挑戦した結果、得点できる楽しさを味わう姿が見られた。授業

後に行ったふりかえり（資料２）では「うまくいかなくても、

何度もしようとできた」と回答した子どもが 40％から 75％ま

で上がった。さらに授業の６時限目では「うまくいかなくても、

もう一度しようとできた」「うまくいかなくても、何度もしよ

うとできた」と回答した子どもが 90％を超えた。 

このように子どもの具体的なよい動きを教師が価値付け、共

有することをくり返すことで、子どもは自分自身のためだけで

なくチームのみんなのために、粘り強く作戦を考え直し、何度

も試しながら意欲的に課題の解決に取り組むことができた。今

後の学習においても、よい動きを価値付け共有することをくり

返すことで、子ども自身が自分の動きを価値付け、失敗を恐れ

ることなく粘り強く意欲的に課題の解決に取り組もうとする

力の育成につなげていきたい。 

挑戦心 

失敗を恐れることなく、粘り強く意欲的に課題の解決に取り組もうとする 

Ａ児：得点はできなかったけれど、もっと作戦を練習して全員が得点できるようにしたい※１です。 

Ｂ児：今日は初めてボールを持って前に突っ込んでいけました。なぜなら、後ろにはチームの人がい

て、タグをとられてもパスをすればいいと思ったからです。自分としても進みたいし、チーム

としても進んでいきたい※１です。今日は得点ができなかったけれど、いつかは本当の得点を

したいです。 

Ｃ児：得点をたくさんできて楽しかったです。何回も得点ができるとこんなに楽しいんだなあ※２と

思いました。 

 
資料１ 子どものふりかえり 

 

資料２ 授業後のふりかえり 

6 時限目 １時限 ２時限  ３時限 ４時限 ５時限 ６時限 



②みんなが楽しめるルールを考えさせる  

第４学年「ベースボール型ゲーム（キックベースボール）」における単元のねらいは、蹴る、捕る、投

げるなどのボール操作と得点をとったり防いだりする動きによる易しいゲームを通して、規則を工夫し

たり作戦を選んだりしながら、集団対集団で力を合わせて競い合う楽しさや喜びにふれたりすることで

ある。本時では、＜どんなゲームなのかな＞という課題を設定し、基本的なゲームの仕方を確かめ、ゲ

ームに進んで取り組もうとすることをねらいとした。 

単元初めに「キックベースボールは楽しみか」というアンケートを取ると、多くの子どもが肯定的な

回答であった。否定的な回答を選んでいた５名の子どものふりかえりの変容を以下に示す（資料３）。 

 

 単元初め 単元中盤 単元終盤 

Ｄ児 キックベースはやったことが

ない※１から、あまり楽しみ

ではないです。 

狙ったところにボールが行か

ず※２、難しかったです。 

今までは、ボールがコロコロ

と転がっていたけれど、今は

上にポーンと蹴れます※３。 

Ｅ児 あまり楽しみではないです。

わけは、できそうにない※１

からです。 

全力で人がいないところに蹴

ることができました。 

人のいないところに蹴る作戦

がうまく※４いきました。 

Ｆ児 球技が好きではないから、楽

しみではない。 

声掛けができなかったから、

作戦もうまくいかず、下手に

なった気がする。 

今までより遠くに飛ばしたり

※３、速く集まったりするこ

とができた。 

Ｇ児 やり方が分からない※１か

ら、楽しみではない。 

アウトゾーンを相手に合わせ

て変える作戦を考えられて、

よかった。 

最下位だったけれど、作戦が

うまくいった※４こともあっ

て、よかった。 

Ｈ児 野球が分からないから※１、

あまり楽しみではないです。 

ボールがまっすぐ行くことも

あるが、たくさん横に飛んで

いってしまう※２。 

「みんなでみんながスマイ

ル」が達成※４できるように、

頑張れました。 

 

 

※１のように、単元初めはルールの難しさを感じていることが分かる。そのため、みんなが楽しめるル

ール作りをしていくために、試しのゲームを行い、キックベースの楽しさとして「攻めや守りの作戦を

考え、うまくいくこと」を共有した後に、困ったことを聞いた。例えば、「ファールが多いとつまらない」

という困り感から、「ファールは３回目でアウトにする」という細かなルールができてきた。単元中盤で

は、※２のように、技能面で難しさを感じているが、先ほどのファールの回数のように、安心してボー

ルを蹴られるルールを共有しておくことで、くりかえし全力で蹴ることができた。単元終盤には、※３

のように、取り組んできた成長をふり返ったり、※４のように、ゲームの楽しさを感じたりすることが

できている。 

 このように、みんなが楽しめるルールを考えさせることは、失敗を恐れることなく、粘り強く意欲的

に課題の解決に取り組もうとすることに有効である。みんなが楽しめるルールを考えさせる際には、そ

の運動で経験させたい楽しさについて子どもと共有し、単元を進めながら都度ふり返ることが大切であ

るとわかった。今後においては、授業時間だけでなく、休み時間での遊びにおいても「みんなが楽しめ

るルール」を視点として持ち、ルールの工夫を楽しめる姿につなげていきたい。 

資料３ 子どものふりかえりの変容 



 

 

①局面を絞った発問をする  

第４学年「ベースボール型ゲーム（キックベースボール）」における単元のねらいは、蹴る、捕る、投

げるなどのボール操作と得点をとったり防いだりする動きによる易しいゲームを通して、規則を工夫し

たり作戦を選んだりしながら、集団対集団で力を合わせて競い合う楽しさや喜びにふれたりすることで

ある。本時では、＜どこにアウトゾーンを置くとよいか＞という課題を設定し、相手の得点を防ぐため

に、アウトゾーンの位置を工夫することができることをねらいとした。 

 アウトゾーンの位置について子どもが工夫したくなるように、本時ではアウトゾーンを一つ増やした。

そして、ゲーム①後の作戦タイムでは、蹴る人に合わせてアウトゾーンの場所を変えていたグループを

取り上げることで、さらに局面を絞ってアウトゾーンの置き場所について話し合わせた。その際の１グ

ループの様子を以下に示す（資料４）。 

話し合う内容を「相手に合わせてどこにアウトゾーンを置くのか」のように具体的にすることで、多く

の子どもが考えをもちやすくなっている。そして、※１や※２のように、これまでの相手の様子をもと

に、根拠をもってアウトゾーンの置き場所を伝え、決めることができている。また、作戦ボードを用い

ることで、アウトゾーンをどこに置くとよいかを示しながら話し合うことができている（資料５）。 

 このように、局面を絞っ

た発問をすることにより、

考え、伝えることが明確に

なり、根拠をもった作戦を

決めることにつながった。

このことは、複数の解決方

法を試し、他者との対話を

通して、よりよい解決策を

見だすことに有効であると

いえる。局面を絞った発問

をする際には、子どもにど

のような考えをもってほし

いのかを教師が具体的に見通し、単元を通した計画が必要であるとわかった。今後の話し合う場面にお

いても、全員が考えを表出できる機会を意識することで、折り合いを付け、みんなが納得できる考えを

もてる姿につなげていきたい。 

 

 

調整力 

複数の解決方法を試し、他者との対話を通して、よりよい解決策を見いだすことができる 

Ｔ ：どこにアウトゾーンを置くとよいか、相手に合わせて考えてみよう。 

Ｉ児：〇〇さんは線ギリギリ狙ってくるよね？だから、線の近くに立ったらいいんじゃないかな。 

Ｊ児：うん。でもあんまり飛ばないから、アウトゾーンはこの辺（前の方）でいいと思う。※１ 

Ｋ児：思ったけれど、△△さんはホームランを狙ってくるから、こっち（後ろ）に置こうよ。※２ 

Ｊ児：いいね。□□さんも同じだよね。後ろにいるとキャッチできるかもしれない。 

Ｌ児：キャッチした人の近くの輪に行けばいいの？ 

Ｊ児：うん。だれがどこを守るかも決めておこうよ。 

資料４ 作戦タイムの様子 

 

資料５ 作戦ボードの様子 



②解決策を実行できる場を設定する 

第４学年「体つくり運動（多様な動きをつくる運動）」における単元のねらいは、体を動かす楽しさや

喜びにふれるとともに、体のバランスをとる動きや体を移動する動き、用具を操作する動きをし、それ

らを組み合わせることをして、基本的な動きを身に付けることである。本時では、＜どんなことを工夫

すると速くゴールできるか＞という課題を設定し、記録を縮めるためのポイントを考え、グループの課

題を解決するために動きを考えたり、選んだりすることができることをねらいとした。 

グループに合った作戦が見つけられるように、本時の課題をつかんだ後のチャレンジタイム①や、全

体でポイントを共有した後のチャレンジタイム②において、実際に動いて考えを試しながら作戦を考え

る時間を十分にとった。チャレンジタイム②での１グループの様子を以下に示す（資料６）。 

※１では、全体で確認された「アイテムの置き方」（資料７）

に注目しながら、大きいアイテムを置いた後に小さいアイテ

ムを置くとよいことを実際に試して確認する姿が見られてい

る。さらに、※２でアイテムを置いた後の動きについて考え

を広げ、※３のように、考えが認められ、グループの作戦にな

っている。また、スタート位置に戻るまでの間にも「次は～してみない？」など様々な考えを試そうと

する姿が見られた。授業終末部のふりかえり（資料８）においても、※４のようにＮ児が工夫として発

言しており、この作戦がグループに合ったものと感じていることがわかる。以上から、このグループに

おいては、実際に体を動かしながらくりかえし試す場が保障されていたことで、納得しながらグループ

の課題に合った作戦を考えることができたと思われる。 

 このように、解決策を実行できる場を設定することは、複数の解決方法を試し、他者との対話を通し

て、よりよい解決策を見いだすことに有効である。場の設定の際には、本時の課題をつかんだ後と、ポ

イントを全体で確認した後など２度は設定することで、１時間での変化を見取ることができる。また、

作戦ボードだけでなく、実際に動きながら試すことで、個々の役割や動きがより明確になり、グループ

としての作戦になり得ることがわかった。今後の学習においても、実際に動きながら解決策を実行でき

る場を設定することで、運動が苦手な児童においても自分の役割がわかり、展開の速いゴール型ゲーム

においても、何をすればよいのかがわからず動けないといった姿をなくしていきたい。 

 

 

Ｔ ：出てきた工夫が自分たちに合っているか、実際に動きながら確認しましょう。どうぞ。 

М児：１回普通に行こう。まず、ここに小さいアイテムばっかりだったら…。※１ 

Ｎ児：はい。（Ｎ・О児が大小のアイテムを置き、全員渡る） 

М児：そうしたら、あっちに置いてくればいいんじゃないの？※２ 

М児：（次の場所へ先に移動して）アイテム持った人から来てー。Ｐさん、持ったら来てー。 

М児：（全員ゴールして）どう、私の作戦？ 

Ｐ児：いいと思う！もう１回やってみよう。※３ 

 
資料６ チャレンジタイム②の様子 

Ｔ ：どんな工夫をしたらタイムが縮まったかな。 

Ｎ児：ぼくは、速く走る自信が無いから、アイテムを取ったら次の所へ先に移動しました。※４ 

М児：そうそう。先に行ってアイテムを置いておいたら速くなったよね。 

Ｔ ：置き方や順番をさらに工夫したんだね。 

資料８ ふりかえりの様子 

 

資料７ アイテムの置き方 



 

 
 

①動きを細分化し、視点を明確にする 

第４学年の「跳び箱運動」における単元では、切り返し系や回転系の基本的な技の楽しさや喜びにふ

れ、その行い方を知るとともに、その技ができることをねらいとした。また、自己の能力に適した課題

を見つけ技ができるようになるための活動を工夫するとともに、考えたことを友達に伝えることをねら

いとした。本時では＜自分の課題を見つけレベルアップしよう＞という課題を設定した。これまでに学

習した切り返し系「開脚跳び」と回転系「台上前転」の二つの技を友達と見合いながら、自己の能力に

適した課題を決めるとともに、考えたことを友達に伝えることをねらいとした。 

それぞれの技を「踏み切り」「着手」「着地」という三つの動きに細

分化し視点を明確に与えた。切り返し系「開脚跳び」の「着手」では、

両手を跳び箱の奥の青ライン（資料９）につくという視点を全員で共

有した。また、自己の能力に適した課題を見つけるためにペアになり、

お互いの技を見合いながら練習に取り組むようにした。さらに細分化

された三つの視点から、課題に合った練習の場を用意した。子どもは、

ペアの友達の動きを見合い、三つの視点からできていない動きを確認

し、「両足でバンと踏み切ったらいいよ」「膝をもっと曲げて着地し

たらいいよ」と伝え合っていた。さらにできていなかった動きを練

習する場に移動し、くりかえし練習する姿も見られた。「開脚跳び」

の「踏み切り」に課題をもつ子どもは、３段と４段の跳び箱を二つ

並べとび越す場（資料 10）でくりかえし練習する姿が見られた。授

業後に行ったふりかえりでは「手の着く場所を意識した」子ども（※

１）や、「両足で強く踏み切ることを意識した」子ども（※２）、「膝

を使って着地することを意識した」子ども（※３）が見られた（資

料 11）。 

このように動きを細分化し視点を明確にすることで、自らの学習課題をふり返りつつ、課題を修正し

たり、新たに設定したりしながら、技を習得する楽しさや喜びを味わう姿が見られた。また、動きを細

分化し視点を明確にすることで、友達の学習課題も発見しともに課題を修正することもできた。今後の

学習においては、発見した課題に合わせて自分で練習の場を選んだり、作ったりする力の育成につなげ

ていきたい。 

課題を発見する力 

自らの学習課題をふり返りつつ、課題を修正したり、新たに設定したりすることができる 

 

資料９ 着手の位置 

Ｑ児：手のつく場所を意識して跳んでみました。奥の青のラインにつくと跳べました。もう少し、高

い跳び箱にも挑戦したいです。 

Ｒ児：最初は怖くて跳べませんでした。けれど、◇◇さんが「青のラインに手が届いていないよ。」

※１と教えてくれました。二つの跳び箱の場で青のラインに手をつくように練習しました。青

のラインに「パン」と手をつくようにして、またいだら初めて跳べました。教えてくれた◇◇

さんに感謝したいし、私も◇◇さんに教えてあげたいです。 

Ｓ児：両足で思いっきり強く踏み切ればいいと思いました。「バン」と真ん中で強く踏み切るのがコ

ツ※２です。 

Ｔ児：次は、着地を意識したいです。もっと膝を曲げてピタっととまりたい※３です。 

 
資料 11 子どものふりかえり 

 

資料 10 課題に合った練習の場 



②自己やグループにあったゴールを設定させる 

第４学年の「マット運動」のねらいは、マット運動の楽しさや喜びにふれ回転系や巧技系の基本的な

技の行い方を知るとともにその技を身につけること、自己の能力に適した課題を見つけ、自分が達成し

たい技のレベルを選択し、できるようになるための活動を工夫することである。本時では＜壁倒立にチ

ャレンジしよう＞という課題を設定し、壁倒立の技を身につけることをねらいとした。 

ペアになり、補助をし合い声をかけ合いながら課題に取り組むよ

うにした。①壁頭倒立（膝曲げ）→②壁頭倒立（膝伸ばし・補助あり）

→③壁頭倒立（膝伸ばし・補助なし）（資料 12）→④壁倒立（腕伸ば

し・補助あり）→⑤壁倒立（腕伸ばし・補助なし）→⑥壁倒立（補助

無し）といったスモールステップを示し、全体で動きのゴールを一つ

一つ共有した。またそれぞれの動きを５秒静止することをゴールと

設定した。すると、資料 13のような子どもの姿が見られた。 

 

 

 

友達とスモールステップを一つ一つ確認しながら、自分の動きをふりかえりながら、自分のゴールを

一つ一つ設定していく様子が見られた。友達と補助をし合い声をかけ合いながら課題に取り組むことで、 

 

 

 

 

自己のゴールを確認し、何度も挑戦する姿が見られた。さらに、自分のゴールを

視覚化し課題を設定できるように、グループごとにネームプレートを使って、自分

のゴールを示し、達成できたら裏返していった（資料 14）。その結果、自分のゴール

をレベルアップさせたり、ときには前のゴールに戻ったりしながら、壁倒立の技に

挑戦する姿が見られた（資料 15）。授業の最後には、壁倒立の技を 31 人中 21 人の

子どもが身につけることができた。 

 

このように自己に合ったゴールを設定しながら、自らの学習課題をふり返りつつ、課題を修正し、新

たに設定することで、技を習得する楽しさや喜びを味わう姿が見られた。今後の学習においては、スモ

ールステップを行き来しながら、再現性を高める力の育成につなげていきたい。 

Ｕ児：１・２・３・４・５。④クリア。手を離しても大丈夫？ 

Ｖ児：うん。 

Ｕ児：１・２・３・ 

Ｖ児：倒れそう。 

Ｕ児：大丈夫？ 

Ｖ児：もう１回、④にチャレンジしてもいい？※１ 

Ｕ児：うん。肘が曲がっているよ。両手でしっかりマットを押したらいいよ。 

Ｖ児：わかった。 

資料 13 自己に合ったゴールを設定する子どもの様子 

 

資料 12 壁頭倒立（補助なし） 

資料 15 子どものふりかえり 

Ｗ児：はじめに<壁倒立にチャレンジ>と聞いたとき、そんなのできるかと思ったけれど、一つずつ 

ゴールをクリアしていくことで、壁倒立ができました。とってもうれしかったです。 

資料 14 

ゴールの視覚化 


